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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングに形成された主ハンドルと、前記ハウジングに着脱可能に取り付けられ、握
り部、腕部、取付部からなるほぼＣ字状の補助ハンドルとを有する刈込機において、
　前記腕部は、角度βで曲げられて形成されると共に、前記腕部の取付部側直線部分が、
前記ハウジングに対して所定角度α傾斜した状態で取り付けられ、
　前記補助ハンドルを前記ハウジングに左右反転して取り付けたときにも、前記腕部の取
付部側直線部分が、前期ハウジングに対し所定角度α傾斜した状態で取り付けられ、
　前記握り部の前記主ハンドルに対する高さと、前記握り部の前記主ハンドルに対する前
後方向の位置が変化するようにしたことを特徴とする刈込機。
【請求項２】
　前記補助ハンドルを、前記ハウジングに左右反転させて取り付けたときも、前記補助ハ
ンドルの握り部が、前記主ハンドルよりも刈込刃側に位置するようにしたことを特徴とす
る請求項１記載の刈込機。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、生垣や植木等の刈り込みをする刈込機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
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刈込機の補助ハンドル３は図５、図７に示すように、円柱状部材を略Ｃ字状に形成し、握
り部６、腕部７、取付部５が一直線状に配置された形状となっている。
【０００３】
補助ハンドル３をハウジング１に装着する際は、図６に示すハウジング１に角度αをもっ
て形成された補助ハンドル取付穴８に、補助ハンドル３の取付部５に形成された凸部を嵌
合し、図７に示すボルト９で補助ハンドル３をハウジング１に固定する。
【０００４】
刈込作業の際には、図９に示すようにハウジング1に一体成形された主ハンドル２と補助
ハンドル３をそれぞれ掴み、ハウジング１前部に装着された刈込刃4により、生垣や植木
等を切断する。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
作業姿勢や個人の体格が変わってもハウジング前部に装着された補助ハンドルの握り部の
位置は固定されているため、操作性が悪く感じられる場合がある。
【０００６】
本発明の目的は、補助ハンドルの取り付け及び取り外しが容易に行え、仕事の姿勢に合わ
せて、より持ち易い位置を選択できる、作業性の良い刈込機を提供することである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために本発明は、ハウジングに形成された主ハンドルと、前記ハ
ウジングに着脱可能に取り付けられ、握り部、腕部、取付部からなるほぼＣ字状の補助ハ
ンドルとを有する刈込機において、前記腕部は、角度βで曲げられて形成されると共に、
前記腕部の取付部側直線部分が、前記ハウジングに対して所定角度α傾斜した状態で取り
付けられ、前記補助ハンドルを前記ハウジングに左右反転して取り付けたときにも、前記
腕部の取付部側直線部分が、前期ハウジングに対し所定角度α傾斜した状態で取り付けら
れ、前記握り部の前記主ハンドルに対する高さと、前記握り部の前記主ハンドルに対する
前後方向の位置が変化するようにしたことに一つの特徴を有する。
【０００８】
【発明の実施の形態】
本発明による補助ハンドル３の一実施形態を図１から図４に示す。
補助ハンドル３は略Ｃ字状で、腕部７は角度βで曲げられており、取付部５、腕部７及び
握り部６は一直線状に形成されていない。また、補助ハンドル３のハウジング１への装着
方法は従来の技術と同様である。
【０００９】
　このような構成とすることにより、図３、図４に示すように、補助ハンドル３のハウジ
ング１への取り付け向きを変えるだけで、補助ハンドル３の握り部６の位置を変えること
ができ、刈込時の刈込機の保持姿勢によって操作しやすい補助ハンドル３の握り部６の位
置を選択することが可能となる。すなわち、図４の握り部６は、図３の握り部６より高い
位置に位置し、かつ主ハンドル２の長手方向に沿った位置が主ハンドル２により近い位置
となっている。
【００１０】
【発明の効果】
本発明によれば、部品を追加することなしに仕事の姿勢に合わせて、より持ち易い位置を
選択でき、作業性のよい刈込機を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を構成する補助ハンドルの一実施形態を示す正面図。
【図２】図１のＡ－Ａ断面図。
【図３】補助ハンドルを刈込機に装着した一例を示す側面図。
【図４】図３の補助ハンドルの取付方向を変えた側面図。
【図５】従来の補助ハンドルを示す図２相当図。
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【図６】補助ハンドル取付穴を示す刈込機の側面図。
【図７】補助ハンドルの固定方法を示す刈込機の正面図。
【図８】従来の補助ハンドルを取り付けた刈込機の側面図。
【図９】刈込機の使用状態を示す斜視図。
【符号の説明】
１はハウジング、２は主ハンドル、３は補助ハンドル、４は刈込刃、５は取付部、６は握
り部、７は腕部、８は補助ハンドル取付穴、９はボルトである。

【図１】 【図２】
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